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第二渥美海丘における詳細海底地形地質調査と地質地化学環境に関する予察
High-resolution Seafloor Survey and Preliminary Geochemical Investigations in the Daini-
Atsumi Knoll.
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2012年度、世界で初めになるであろうメタンハイドレート（MH）海洋産出試験が東部南海トラフ第二渥美海丘エリ
アで実施される予定である。
石油・天然ガス開発で大水深掘削を実施する場合、掘削ハザード調査の一環として高分解能海底地形・地質調査が実

施される。これに習い、2011年 2月、AUV「うらしま」による詳細海底地形地質調査を第二渥美海丘の海洋産出試験候
補地点周辺で実施した。
取得されたデータは、サイドスキャンソナーによる後方散乱強度データ、マルチナロービーム音響測深機による海底地

形データ、サブボトムプロファイラーによる表層堆積物データであり、結果として、海洋産出試験に関わる掘削ハザード
は発見されなかった。
一方、第二渥美海丘周辺では、2002年度基礎物理探査「東海沖～熊野灘」（三次元）が実施されており、長久保ほか

（2009）が三次元地震探査データの海底面反射記録から第二渥美海丘の海底地形図および海底面反射強度図を作成してい
る。また、メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム（MH21）は、同海域において種々の地化学調査を実施して
おり、多くの地化学データを保有している。
本発表では、「うらしま」によって得られた初期データと三次元地震探査データの比較を行った結果を示すとともに、

これまで得られた地化学データを使って第二渥美海丘周辺の海底面付近の地質・地化学環境について予察的な検討を行っ
た結果を示す。
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